
52.8(※5) 54.0(※6) ％

目指す
方向

健康寿命(平均自立期間） 日常生活動作が自立している期間の平均 （千葉県健康福祉部資
料）※1数値は2018年（H30）の統計。※2数値は2019年（R1)の
統計。※3数値は2020年（R2)の統計。上段：65歳男性、下段：
65歳女性

18.89
21.15(※1)

18.84
21.17(※2)

18.87
21.13(※3)

年 ↑

まちの状態指標 指標の説明または出典元 R3実績 R4実績 R5実績 単位

新型コロナウイルス感染症が5類感染症に移行し、流山市新型コロナウイルス相談専用ダイヤ
ルを終了した後も、医療機関の状況を確認するとともに、引き続き市民からの発熱等の相談対
応を行い、市民の不安軽減に努めました。

令和6年度から新型コロナウイルスワクチン接種が予防接種法のB類疾病に位置付けられ、定期
接種として実施することから円滑に接種できる体制の構築が必要です。また、医師の働き方改
革も始まり、さらに医師の確保が難しくなることから、現在ある医療資源を守るための取り組
みが必要です。

・改善点 ・取組内容

施策 健康・医療 基本政策 生きがいをもって健康・長寿に暮らせるまち Ⅳ　施策分野別評価表

主管部局 健康福祉部 施策の目的 生涯を通じて心身ともに健やかに暮らせる市民の健康をつくる

↓

一般診療所の数 千葉県衛生統計年報 ※7数値はR2年、※8数値はR3年、※9数値
はR4年

103(※7) 118(※8) 125(※9) - ↑

生活習慣病による死亡者数の割合 死亡者数全体のうち、悪性新生物（がん）、心疾患 （高血圧性
を除く）、脳血管疾患、高血圧性疾患、慢性閉塞性肺疾患
（COPD）、糖尿病による死亡者数の占める割合（千葉県衛生統
計年報）※4 数値はR2年 ※5 数値はR3年　※6　数値はR4年

55.9(※4)

令和5年度の取組みと評価・改善点 令和6年度の現状・課題・取組み

・取組内容 ・現状
新型コロナウイルス感染症が5類感染症に移行した後も、感染状況の把握に努めながら、医師
会や松戸保健所等と連携し、感染対策を行いました。また、国や県等の最新情報を広報やホー
ムページ、安心メール等で周知しました。

市民の健康の保持・増進を図るため、乳幼児から高齢者まで、全市民を対象に、疾病の予防・
早期発見のための各種健（検）診、妊産婦、乳幼児の各種健康診査及び保健指導、各種予防接
種を実施しています。

健康づくり支援事業

誰もが、生涯を通じ生き生きと自分らしく充実した人生を送る社会を実現するため、第2次健康づくり支援計画（令和2～11年
度）に基づき、乳幼児期から高齢期までのすべての市民を対象とした健康づくりを推進します。ヘルスアップ教室や健康づく
り推進員活動、市民健康まつり、健康チェックコーナー等を通じて、健康的な生活習慣を身につけるための機会の提供や健康
情報の普及啓発、受動喫煙防止等のたばこ対策、保育所や学校等と連携した食育の推進などを行います。

担当課 R5当初予算 R5決算見込 R5職員給与費(目安) R6当初予算 R6特定財源 R6一般財源

新型コロナウイルス感染症の感染状況を安心メールや広報で周知するとともに、国や県の動向
を注視しながら、情報の発信に努めました。

新型コロナウイルスワクチン接種が円滑に接種できる体制の構築に努めます。また、限られた
医療資源を守るために、上手な医療のかかり方等の周知を行うとともに、市民が安心して医療
を受診できる医療体制の確保及び災害時の医療救護体制の整備に努めます。その他、がん検診
の利便性向上のため、子宮がん及び乳がんのセット検診を実施する日を設けます。

ライフステージに応じた市民の健康づくり

・評価 ・課題

6,411

主な活動指標 R4実績 R5実績 R6目標(予定) 主な成果指標 R4実績 R5実績 R6目標

健康増進課 3,532 2,055 21,156 6,411 0

令和5年度の取組みと評価・改善点 令和6年度の現状・課題・取組み
・取組 ・現状

市民の健康づくりを支援する取組みや健康づくりのきっかけとなる情報の提供に努めました。
また、健康まつりを開催し、健康的な生活習慣を身につける機会の提供や健康情報の周知・啓
発を行いました。

2年半ぶりに委嘱した流山市健康づくり推進員による活動を再開しました。市民向けの運動講
座や栄養講座の実施を計画しています。ヘルスアップ事業（教室）では、体を動かす楽しさを
実感しながら、運動習慣を身につけるきっかけづくりに重点を置いて活動しています。

259 260

市民健康まつり参加者数（人） - 615 1,000

ヘルスアップ教室開催回数（回） 110 100 100 ヘルスアップ教室参加者（人） 232

新型コロナウイルス感染症の影響で中止となっていた事業を再開し、継続して市民の健康づく
りを推進できるよう努めました。

健康まつりや流山市健康づくり推進員活動等事業の実施により、市民の健康づくりを支援する
取組みや健康的な生活習慣のきっかけづくりに努めていきます。

ライフステージに応じた市民の健康づくり

・評価 ・課題

4年ぶりの開催となる市民健康まつりでは、615名の市民に参加いただきました。2年半ぶりに
流山市健康づくり推進員の委嘱を行い、活動再開に向けて準備を行いました。

新型コロナウイルス感染症の流行により、市民協働し、健康づくりのための意識を向上させる
機会が減少していたため、今後各活動を活発化させていく必要があります。

・課題に対する改善点 ・取組

母子健康診査事業

母子保健法に基づき、母子の健康の保持増進を目的とし、妊婦、3～6か月児、9～11か月児、3か月児、1歳6か月児、3歳児を対
象に、妊婦・乳児一般健康診査、3か月児・1歳6か月児・3歳児健康診査を実施します。3歳児健康診査の一部を除き、個別委託
を実施します。 また、令和3年度から新生児聴覚スクリーニング検査を実施しています。

担当課 R5当初予算 R5決算見込 R5職員給与費(目安) R6当初予算 R6特定財源 R6一般財源

182,285

主な活動指標 R4実績 R5実績 R6目標(予定) 主な成果指標 R4実績 R5実績 R6目標

健康増進課 174,375 162,804 44,714 189,172 6,887

93.11 95.00

3か月児、1歳6か月児、3歳児健診発送数
（通）

7,034 6,994 7,000 3か月児、1歳6か月児、3歳児健診受診率
（％）

94.29 94.47 95.00

妊娠届出数及び転入妊婦数（人） 2,238 2,179 2,000 妊婦一般健康診査受診率（％） 90.19

各種母子保健事業において、電子カルテを活用した相談体制の検討を行い、切れ目のない支援
を実施することができました。また、新生児聴覚スクリーニング検査後はフローチャートを用
いた継続支援を実施することができました。引き続き各種母子保健事業後の継続支援体制の構
築に努めていきます。

1歳6か月児健康診査については、保護者への連絡手段として、新たにメールアドレスの設定を
行い、メールを用いた相談支援を行います。医療機関と連携し、各種健康診査後のフォロー
アップ相談の体制を強化します。また、未受診者への通知、訪問の時期等を見直し、電子カル
テの情報を活用しながら、受診率向上及び全数把握に努めます。

・評価 ・課題

電子カルテを活用したことで、妊産婦から乳幼児までの情報が共有でき、より切れ目のない支
援を実施することが可能となりました。また、乳幼児健康診査については、適切に実施するこ
とができ、特に3歳児歯科健康診査は、集団健診に変更したことで、受診率が向上しました。

各種健康診査後に相談できる体制を整備及び医療機関と連携し、情報を共有することでフォ
ロー体制を強化する必要があります。未受診者については、令和5年度に全数把握のためのフ
ローチャートを見直したことから、適切に運用していくことが必要です。

・課題に対する改善点 ・取組

令和5年度の取組みと評価・改善点 令和6年度の現状・課題・取組み
・取組 ・現状

親子保健係及び妊娠育児サポート係で電子カルテの活用を進めました。新生児聴覚スクリーニ
ング検査については、母子保健事業を活用したフォロー体制を整備しました。また、3歳児健
康診査については、歯科健診を個別健診から集団健診へ変更したことで、歯科健診受診率の向
上に努めました。

令和6年度についても、引き続きかかりつけ医による個別健診を推進し、適切な時期において
各種健康診査を実施します。



若年層の受診率向上や、対象者全体の特定健康診査受診の習慣化に向け引き続き勧奨通知の発
送や健康イベントでの啓発を行いました。特定保健指導については、電子申請による申し込み
を開始するなど、利用者数を増加させるための取り組みを行いました。

AI受診勧奨通知の内容や、より効果的な啓発方法を検討し、特定健康診査受診の習慣化を促し
ます。受診勧奨判定値を超える方に対する医療機関受診の勧奨については、対象者基準を明確
にし、通知内容を検討します。特定保健指導については、指導内容に新たに運動講座を加えた
り、勧奨通知の内容の工夫や勧奨訪問数を増やすことで利用率の向上を目指します。

・評価 ・課題

受診勧奨通知の発送、健康イベントにおいて特定健康診査の受診勧奨と合わせて、健康相談や
体組成計測定等を実施し、市民に好評でした。特定健康診査の受診率は、暫定値ですが横ばい
の状況でした。特定保健指導については、早期の利用勧奨に努めましたが、令和4年度に比べ
利用者数は減少しました。

受診率向上のため、一度も受診歴がない未受診者や受診が途切れがちな方に対し、特定健康診
査の継続受診を習慣化できるよう介入が必要です。健診結果で受診勧奨判定値を超える方に対
して、医療機関の受診を促す必要があります。特定保健指導については、利用率が低いため引
き続き利用勧奨の強化が必要です。

・課題に対する改善点 ・取組

令和5年度の取組みと評価・改善点 令和6年度の現状・課題・取組み
・取組 ・現状

特定健康診査の受診率向上のため商工会議所会員や市内で農業を営む市民に対し、受診勧奨通
知を発送しました。商業施設で特定健康診査受診の啓発を含めた健康イベントを実施しまし
た。また、特定保健指導利用率向上のため、通知や訪問による利用勧奨を引き続き早期に実施
し、利用数増加を目指しました。

受診勧奨通知や健康イベントの実施等を通じて、市民に特定健康診査受診の重要性を啓発して
います。特定保健指導利用率は低い状況です。

R6年11月確定 51.00

特定保健指導利用勧奨（訪問・電話）数
（件）（年度末時点）

311 255 300 特定保健指導利用率（％） 23.90 R6年11月確定 26.00

AI分析による特定健康診査受診勧奨通知
（件）

30,444 30,444 30,500 特定健康診査受診率（％） 49.50

0

主な活動指標 R4実績 R5実績 R6目標(予定) 主な成果指標 R4実績 R5実績 R6目標

健康増進課 158,022 125,442 21,156 154,720 154,720

特定健康診査等事業

国民健康保険被保険者を対象に特定健康診査や特定保健指導を実施します。生活習慣病の予防を図るため、流山市国民健康保
険データヘルス計画に基づき、令和2年度から開始した糖尿病性腎症重症化予防プログラムの対象者への更なる周知やAIによる
特定健康診査受診勧奨を実施し、被保険者の健康と医療費の適正化を目指します。

担当課 R5当初予算 R5決算見込 R5職員給与費(目安) R6当初予算 R6特定財源 R6一般財源

胃がん・肺がん検診では40歳に到達される方に受診券を個別送付したことで、その年代の受診
者数は大幅に増加しました。精密検査については、対象者に個別受診勧奨を丁寧に実施しまし
た。

がん検診受診率向上のため、新規の受診者を見込み引き続き20歳、30歳、40歳、50歳に到達さ
れる方に受診券を個別送付し受診勧奨を行います。また、がん検診の利便性の向上のため集団
検診の子宮頸がん検診と乳がん検診（マンモグラフィ検査）を同日に受けられる日を設けま
す。精密検査については引き続き丁寧に個別受診勧奨を行います。

疾病の早期発見

・評価 ・課題

40歳に到達される方に受診券を個別送付した結果、その年代の受診者数は大幅に増加しました
が、がん検診全体の受診率は低下している状況でした。精密検査受診率は横ばいであり、検診
の種類によっては達成できていないものがありました。精密検査未把握率は大幅に低下しまし
た。

個別通知や広報、事業実施時などの様々な機会を捉えて受診勧奨を行っていますが、がん検診
全体の受診率が低下している状況です。精密検査受診率については大腸がん検診のみ目標値を
達成できていません。

・課題に対する改善点 ・取組

令和5年度の取組みと評価・改善点 令和6年度の現状・課題・取組み
・取組 ・現状

がん検診受診率向上に向けて、40歳に到達される方がはじめて検診を受けるきっかけとなるよ
うに胃がん、肺がん検診の受診券を送付しました。精密検査受診率の向上に向け、個別の受診
勧奨を丁寧に行いました。市民の方に健康に関する正しい知識を普及するために健康教育の充
実に努め、新しい取り組みとして小学校にて「がん健康教育」を行いました。

より多くの方にがん検診を受けていただくために、広報やポスターでの周知、節目年齢に個別
通知を送付し、受診勧奨を行っています。がん検診後に精密検査対象となった方が確実に医療
に繋がるように個別通知や電話による受診勧奨を行っています。

6.35 5.00がん検診精密検査受診率(精検受診者/要精検
者）(％)

82.00 81.33 85.00 がん検診精密検査未把握率(％) 13.00

318,886

主な活動指標 R4実績 R5実績 R6目標(予定) 主な成果指標 R4実績 R5実績 R6目標

健康増進課 337,689 298,701 46,275 349,790 30,904

健康増進事業

健康増進法に基づき、健康に関する知識の向上、生活習慣の改善を図り、疾病の早期発見・早期治療のための健康診査や各種
がん検診を実施します。

担当課 R5当初予算 R5決算見込 R5職員給与費(目安) R6当初予算 R6特定財源 R6一般財源

・課題に対する改善点 ・取組

麻しん・風しん第1期については、新型コロナウイルス感染症の流行による接種控えを防ぐた
め、1歳6か月健康診査で把握した未接種の方に電話による接種勧奨を行い、接種率の向上につ
なげました。

対象者の方が安心して接種できるよう、ホームページや広報、安心メール、個別通知等で対象
期間や接種方法、副反応が出た場合の相談先について十分な周知を行います。また、医療機関
と連携し、安全に予防接種を受けられるよう努めます。

疾病の早期発見

麻しん・風しん第1期については、引き続き1歳6か月児健康診査の個別通知を利用した接種勧
奨を行い、接種率の向上を図りました。ヒトパピローマウイルス感染症予防接種の9価ワクチ
ン開始については、対象の方が安心して接種できるよう、ホームページや広報、個別通知等で
周知を行いました。

五種混合、小児の肺炎球菌15価ワクチンの定期接種が始まります。高齢者の肺炎球菌感染症の
経過措置が終了し本来の対象者になります。ヒトパピローマウイルス感染症予防接種のキャッ
チアップ接種と任意接種費用助成、風しん5期は令和6年度で終了予定です。

・評価 ・課題

ヒトパピローマウイルス感染症予防接種のキャッチアップ接種の対象者へ個別通知を送付する
ことにより、接種率向上に努めました。風しん抗体検査を含め、予防接種についても、安全で
適切な実施や接種勧奨に努めました。麻しん・風しんワクチンの接種率も目標値を上回ってい
ます。

新しく定期接種化されたワクチンや令和6年度で終了となる事業があるため、対象者の方が安
心して接種できるよう、また、対象期間までに接種が完了するよう周知を徹底する必要があり
ます。

96.67 95.00

令和5年度の取組みと評価・改善点 令和6年度の現状・課題・取組み
・取組 ・現状

麻しん風しん2期個別勧奨数（通） 2,490 2,504 2,545 麻しん風しん2期接種率（％） 97.28

R5実績 R6目標

麻しん風しん1期個別勧奨数（通） 2,311 2,200 2,200 麻しん風しん1期接種率（％） 96.96 95.46 95.00

主な活動指標 R4実績 R5実績 R6目標(予定) 主な成果指標 R4実績

疾病の早期発見

予防接種事業

感染症の発生及びまん延を予防するための予防接種を行い、感染症による疾病の予防及び公衆衛生の向上を図ります。

R6一般財源

健康増進課 750,521 786,001 24,682 812,711 3,469 809,242

担当課 R5当初予算 R5決算見込 R5職員給与費(目安) R6当初予算 R6特定財源



保健センターの創設から35年以上が経過しているため、老朽化した箇所を適時修繕する必要が
あることから、栄養指導室調理台等改修工事を行いました。

令和6年度は、受水槽及び高架水槽更新工事を行います。

・評価 ・課題

適正な施設整備に努めました。 健（検）診、健康教育や相談事業等の各保健事業のほか、平日夜間・休日診療所を併設し、地
域保健の拠点としての機能を担う保健センターを、長期的に利用できるように整備していく必
要があります。

・課題に対する改善点 ・取組

令和5年度の取組みと評価・改善点 令和6年度の現状・課題・取組み
・取組 ・現状

令和4年度に実施出来なかった、施設内の照明を蛍光灯からLEDに改修する工事を行いました。
併せて経年劣化が進んでいた栄養指導室調理台等改修工事を行いました。

個別施設計画に基づき、計画的修繕を実施しています。

施設改修工事実施件数（件） - 1 1

957

主な活動指標 R4実績 R5実績 R6目標(予定) 主な成果指標 R4実績 R5実績 R6目標

健康増進課 10,000 12,531 21,156 957 0

保健センター施設整備事業

安心・安全な施設環境を確保するため、保健センターの改修工事を行います。
令和5年度　調理室調理台改修工事
令和6年度　受水槽改修工事、高架水槽改修工事
令和7年度　給排水設備改修工事

担当課 R5当初予算 R5決算見込 R5職員給与費(目安) R6当初予算 R6特定財源 R6一般財源

「医療救護活動マニュアル」の一部見直しを行い、医療救護所の担当区域を中学校区へと変更
したことにより、区域基準が明確になりました。

災害医療対策会議を開催し、医師会、歯科医師会、薬剤師会等の関係機関と協議を進めるとと
もに、「医療救護活動マニュアル」を整備していきます。

地域医療体制や健康危機管理体制づくり

・評価 ・課題

災害医療対策会議の対面開催により、各委員が災害時の協力体制構築についての認識を共有す
ることができました。また、救護所等の物品の内容充実により、災害時の迅速な医療救護活動
に向けた物品整備をすることができました。

発災時を想定した医療救護体制については、より具体的な議論を重ねていく必要があります。
また、平時から新興感染症の流行や自然災害への備えをしていく必要があります。

・課題に対する改善点 ・取組

令和5年度の取組みと評価・改善点 令和6年度の現状・課題・取組み
・取組 ・現状

災害医療対策会議を約4年ぶりに対面にて開催しました。救護所等の物品確認と補充を行い、
必要な備蓄を確保しました。また、「医療救護活動マニュアル」の一部見直しを行いました。

災害医療対策会議の開催や、救護所用の医療資器材及び医薬品の備蓄を実施する等、医療救護
体制を構築しています。

33 34災害医療対策会議実施回数（回） - 1 2 ランニング備蓄店舗数（件） 36

1,925

主な活動指標 R4実績 R5実績 R6目標(予定) 主な成果指標 R4実績 R5実績 R6目標

健康増進課 2,894 2,962 21,156 1,925 0

健康危機管理整備事業

災害や新型インフルエンザ等感染症など、市民の生命や健康を脅かす健康危機が発生した場合に備えるため、県や関係機関と
の連携・協力のもと、健康危機管理体制を構築します。災害発生時の備えとして、救護所用の医療資器材や医薬品の備蓄を確
保する等、医療救護体制の整備を行います。

担当課 R5当初予算 R5決算見込 R5職員給与費(目安) R6当初予算 R6特定財源 R6一般財源

・課題に対する改善点 ・取組

新型コロナウイルス感染症が5類感染症に移行した後も、基本的感染対策と医療体制維持を図
るため、安心メールや広報により県の定点報告による感染情報や、感染予防の周知啓発に努め
ました。

医師会等と緊密な連携を図り、状況の把握と共有を行い、限られた医療資源を守るため、上手
な医療のかかり方等について、市民へ周知啓発を行います。

地域医療体制や健康危機管理体制づくり

医師会等と緊密な連携を図り、医療体制の維持に努めました。また、院内保育の助成、看護師
等修学資金貸付により医療人材の確保を図りました。

本市の人口増加に伴い、医療ニーズが増大しています。特に子育て世代が増えていることもあ
り、小児医療体制の確保が難しい状況にあります。

・評価 ・課題

平日夜間・休日診療所に発熱外来用のプレハブを設置するなど、新型コロナウイルス感染症が
5類感染症に移行した後も感染対策と医療体制の維持に努めました。

令和6年4月から医師の働き方改革が開始したことにより、医療体制への影響が見込まれること
から、本市の今ある医療資源を守る必要があります。

53 75

令和5年度の取組みと評価・改善点 令和6年度の現状・課題・取組み
・取組 ・現状

看護師等修学資金貸付金申請件数（件） 63

R5実績 R6目標

平日夜間・休日診療所開設日数（日） 365 366 365 平日夜間・休日診療所、夜間小児救急医療、
第2次救急医療利用者数（人）

2,752 5,002 4,000

主な活動指標 R4実績 R5実績 R6目標(予定) 主な成果指標 R4実績

地域医療体制や健康危機管理体制づくり

医療体制整備・確保事業

医療提供体制の確保を図るため、医師会・歯科医師会・薬剤師会の協力を得て、平日夜間・休日診療所及び夜間小児救急にお
ける初期診療・応急処置（第1次救急）、市内3病院における第2次救急を整備します。また、市内の病院等における看護師等を
確保するため、病院内保育を運営する病院に対する補助金制度のほか、看護学校等に在学中の方で、将来市内の病院等施設で
看護師等として働く意思のある方に対し、修学資金の貸付けを行います。

R6一般財源

健康増進課 105,087 99,804 21,156 100,289 2,759 97,530

担当課 R5当初予算 R5決算見込 R5職員給与費(目安) R6当初予算 R6特定財源



令和6年度以降の職員体制・配置について、関係部署と情報共有し、予防接種事業を行う親子
保健係に事業を移管し、職員体制・配置を見直しました。また、国の動向を注視し、情報収集
に努めました。

市民に制度の変更点を周知するため、対象者や接種方法について広報やホームページ、安心
メール等で十分な周知を行い、接種を希望する方が接種できる体制の構築に努めます。

・評価 ・課題

令和5年度春開始接種及び秋開始接種体制を構築し、接種をすすめるとともに、令和6年度以降
の職員体制・配置について、関係部署と情報共有し、新規体制について協議を行い、令和6年
度以降の体制を構築しました。

新型コロナウイルスワクチン接種がこれまでの特例臨時接種ではなく、定期予防接種として実
施されることから、制度の変更点を市民へ周知することが必要です。

・課題に対する改善点 ・取組

令和5年度の取組みと評価・改善点 令和6年度の現状・課題・取組み
・取組 ・現状

新型コロナウイルスワクチンの安定的な制度の下での接種を見据え、医師会と連携し、個別接
種を中心とする体制へと移行を行いました。また、令和6年度以降の職員体制・配置につい
て、関係部署と情報共有し、協議を行いました。

新型コロナウイルスワクチン接種が、予防接種法のB類疾病に位置づけられたことから、予防
接種法に基づく定期予防接種として実施します。

90,992 26,017市内新型コロナワクチン接種施設数（件） 66 56 69 新型コロナワクチン接種実施回数（回） 249,359

8,551

主な活動指標 R4実績 R5実績 R6目標(予定) 主な成果指標 R4実績 R5実績 R6目標

健康増進課 362,551 778,038 7,052 8,594 43

新型コロナウイルス感染症対策事業
（健康増進課　ワクチン接種分）

流山市医師会の協力のもと、新型コロナウイルスワクチンの円滑な接種を実施します。

担当課 R5当初予算 R5決算見込 R5職員給与費(目安) R6当初予算 R6特定財源 R6一般財源

・課題に対する改善点 ・取組

5類感染症への移行に伴い、必要に応じて事業の整理や見直しを行いました。また、新型コロ
ナウイルス相談専用ダイヤルを終了した後も、市民からの発熱等の相談対応を行いました。

令和5年度で事業は終了しました。

地域医療体制や健康危機管理体制づくり

令和5年5月8日から新型コロナウイルス感染症が5類感染症に移行したことから、終了した事業
がありました。このため、国、県等の最新情報を広報やホームページ、安心メール等で周知す
るとともに、医師会や保健所等と連携し、市民の混乱や不安を招かぬよう努めました。

令和5年度で事業は終了しました。

・評価 ・課題

5類感染症へ移行後も、新型コロナウイルス感染症の感染防止対策等の周知及び感染状況につ
いて定点当たり報告数の情報を発信し、市民への啓発に努めました。

令和5年度で事業は終了しました。

令和5年度の取組みと評価・改善点 令和6年度の現状・課題・取組み
・取組 ・現状

R5実績 R6目標

新型コロナウイルス相談専用ダイヤルへの問
い合わせ件数（件）

24,258 296 -

主な活動指標 R4実績 R5実績 R6目標(予定) 主な成果指標 R4実績

地域医療体制や健康危機管理体制づくり

新型コロナウイルス感染症対策事業（健康増進課）

新型コロナウイルス感染症の流行に対応するため、市民の不安解消を図る流山市新型コロナウイルス相談専用ダイヤルの設
置、市内医療機関への流山市新型コロナウイルス感染症対策医療提供促進交付金交付、高齢者施設等での抗原検査等必要な感
染防止対策を行います。なお、当該事業は国の感染症法上の分類見直し等があることから、国や県の動向等を注視し、必要に
応じ事業実施を見直すなどして取り組んでまいります。

R6一般財源

健康増進課 157,102 7,663 21,156 0 0 0

担当課 R5当初予算 R5決算見込 R5職員給与費(目安) R6当初予算 R6特定財源



子どもが様々な絵本に親しめる環境づくりを継続的に支援していくため、子育て関連施設に新
たにブックセット第3便を設置する予算を計上しました。

新設の子育て関連施設のほか、地域子育て支援センターに乳幼児向けブックセットを設置しま
す。また、ブックセット第2便を未設置の障害児通所支援事業所に、新たに開始する第3便を保
育所等に設置します。

・評価 ・課題

基本のブックセットを新設保育所、障害児通所支援事業所等の30施設に、ブックセット第2便
を未設置の保育所、児童センター、児童発達支援センター等の40施設に設置し、環境整備を支
援することができました。

今後も子育て関連施設への「乳幼児向けブックセット」の設置を継続しつつ、子どもの読書活
動をより推進していくための取り組みを広げていくことが課題です。

・課題に対する改善点 ・取組

令和5年度の取組みと評価・改善点 令和6年度の現状・課題・取組み
・取組 ・現状

新設の子育て関連施設や障害児通所支援事業所に基本のブックセットを設置したほか、令和2
年度に実施したブックセット第2便を未設置の子育て関連施設に設置しました。

子どもの読書環境の整備を継続的に支援し、子どもの読書活動を推進しています。

19,573 21,530

ブックセット設置冊数（冊） 922 2,464 1,936

ブックセット設置施設数（施設） 14 70 62 図書館全館（7館）乳幼児（6歳まで）の利用
者数　（人）

16,570

2,568

主な活動指標 R4実績 R5実績 R6目標(予定) 主な成果指標 R4実績 R5実績 R6目標

図書館 2,806 2,784 7,052 2,568 0

子どもの読書活動推進事業

幼い頃から本に親しみ、生涯を通じた読書活動のステップとするため、子どもの読書活動推進計画に基づくブックスタート関
連事業として、市内子育て関連施設に「乳幼児向けブックセット」を設置します。

担当課 R5当初予算 R5決算見込 R5職員給与費(目安) R6当初予算 R6特定財源 R6一般財源

サンコーテクノプラザ南流山地域図書館の資料として、3,215冊を購入しました。そのうち児
童書は、前年度の約1.4倍となる1,595冊でした。

視覚障害等の理由により活字の本を読むことが困難な方のほか、様々な時間や場所で「聞く読
書」を楽しんでいただけるようオーディオブックサービスを導入します。

多様な生涯学習機会の充実

・評価 ・課題

図書は、一般図書8,969冊、児童図書5,247冊、参考図書359冊を購入しました。視聴覚資料
は、CD172点、DVD78点、紙芝居126点を購入しました。電子書籍は519コンテンツを購入し、利
用者に提供することができました。

視覚障害等の理由により活字の本を読むことが困難な方が図書館を利用しやすいよう、点字資
料、大活字本、デジタル録音図書等のアクセシブルな資料の充実に努める必要があります。

・課題に対する改善点 ・取組

令和5年度の取組みと評価・改善点 令和6年度の現状・課題・取組み
・取組 ・現状

市民からのリクエストを参考にしながら計画的に資料を購入しました。特に、サンコーテクノ
プラザ南流山地域図書館が所蔵する児童書の拡充に取り組みました。

引き続き、図書館が所蔵すべき資料を計画的に購入します。

531,118 535,909

視聴覚資料購入点数（点） 463 376 222 貸出点数（月平均）（点） 95,699 98,973 108,871

図書購入冊数（冊） 14,009 14,575 14,791 蔵書冊数（冊） 524,047

41,228

主な活動指標 R4実績 R5実績 R6目標(予定) 主な成果指標 R4実績 R5実績 R6目標

図書館 40,422 40,401 14,104 41,228 0

図書館資料購入事業

図書をはじめ、電子書籍・雑誌・新聞・視聴覚資料などの図書館として必要な資料を購入します。

担当課 R5当初予算 R5決算見込 R5職員給与費(目安) R6当初予算 R6特定財源 R6一般財源

安心・安全で快適な施設環境の維持向上を図るため、各施設において優先順位を考えながら計
画的な改修・修繕を進めました。図書館電算システムについては、誰もが使いやすい図書館
ホームページにリニューアルし、読書シールの印刷等も可能な読書記録機能を取り入れ、利用
者の読書意欲と利便性の向上を図りました。

利用者の利便性の向上を図るため、南流山センターのエレベーター更新工事、北部公民館の空
調機器更新工事等を実施します。森の図書館では屋根の改修工事、生涯学習センターではエレ
ベーター更新工事及び体育館のエアコン設置工事を実施します。また、図書館では視覚障害等
の理由により活字の本を読むことが困難な方にも「聞く読書」を楽しんでいただけるオーディ
オブックを導入します。

多様な生涯学習機会の充実

・評価 ・課題
公民館及び生涯学習センターの改修工事等については、遅滞なく予定どおり実施することがで
きました。また、公民館等の貸出用Wi-Fi機器の整備、図書館電算システムの更新等により、
利用者の利便性の向上を図ることができました。

安心・安全で快適な施設環境の維持向上を図るため、計画的な改修・修繕が必要です。図書館
については、多様な読書環境の提供に努め、視覚障害等の理由により活字の本を読むことが困
難な方が利用しやすい資料の充実を図ることが課題です。

・改善点 ・取組内容

令和5年度の取組みと評価・改善点 令和6年度の現状・課題・取組み

・取組内容 ・現状
公民館では、文化会館ホールの特定天井の改修工事、舞台床の張替工事等を実施したほか、公
民館等に貸出用Wi-Fi機器を整備しました。生涯学習センターでは、体育館及び演習室の床修
繕工事等を行いました。また、図書館では、南流山図書ピックアップセンターを開設したほ
か、図書館電算システムを更新しました。

公民館をはじめ、中央図書館・市立博物館など築年数が経過した施設については、経年劣化に
よる破損や老朽化が見られます。

↑学びたい時に学べる環境（生涯学習のプログラムや施設）が
整っていると思う市民の割合

「学びたいときに学べる環境が整っていると思うか」に「整っ
ている」「どちらかといえば整っている」と回答した割合（ま
ちづくり達成度アンケート）

50.9 52.3 52.6 ％

目指す
方向

日頃から何らかの生涯学習活動を行っている市民の割合 「日ごろから何らかの学習活動（生涯学習）を行っています
か」に「はい」と回答した割合 （まちづくり達成度アンケー
ト）

37.4 35.7 38.1 ％ ↑

まちの状態指標 指標の説明または出典元 R3実績 R4実績 R5実績 単位

施策 生涯学習 基本政策 生きがいをもって健康・長寿に暮らせるまち Ⅳ　施策分野別評価表

主管部局 生涯学習部 施策の目的 生涯を通じて心身ともに健やかに暮らせる市民の健康をつくる



安心・安全な施設環境の維持向上及び施設の長寿命化を図るため、令和6年度に更新工事を予
定しているエレベーターの設計業務委託を行いました。

施設の安全かつ適正な維持管理を図るため、エレベーターの更新工事を行います。またトイレ
の洋式化及び1階バリアフリートイレ内にオストメイト対応装置を設置する等の改修工事に取
り組みます。

・評価 ・課題

遅滞なく実施しました。 施設の安全に配慮し、長寿命化のためにも計画的な改修や修繕が必要です。

・課題に対する改善点 ・取組

令和5年度の取組みと評価・改善点 令和6年度の現状・課題・取組み
・取組 ・現状

令和6年度のエレベーター更新工事に向け、設計業務委託を行いました。 経年劣化による破損や老朽化が見られます。

62 65工事進捗率（％） 100 100 100 施設利用の満足度調査「総合評価」で、「満
足」と回答された方の割合（％）

51

3,621

主な活動指標 R4実績 R5実績 R6目標(予定) 主な成果指標 R4実績 R5実績 R6目標

公民館 2,000 1,707 2,596 35,721 32,100

南流山センター施設整備改修事業

利用者に安心・安全で快適な施設環境を提供するため、南流山センターの修繕・改修を行います。

担当課 R5当初予算 R5決算見込 R5職員給与費(目安) R6当初予算 R6特定財源 R6一般財源

経年劣化により不具合のあった非常用照明の更新を行うことで、非常時の安全性を確保し、安
心・安全な施設環境の整備に資することができました。

緊急性のあるものを優先し、計画的な修繕及び改修を実施します。中央図書館の内装等改修工
事設計業務委託を実施します。また、老朽化した書庫移動棚の更新を実施します。

生涯学習の環境整備

・評価 ・課題

不具合のあった非常用照明の更新を行い、非常時の安全性を確保することができました。 老朽化した建築物や設備を竣工時の状態に近づけるだけでなく、その機能や性能を現在求めら
れている水準まで引き上げる必要があります。

・課題に対する改善点 ・取組

令和5年度の取組みと評価・改善点 令和6年度の現状・課題・取組み
・取組 ・現状

緊急性のあるものを優先し、計画的な修繕及び改修を実施し、非常用照明の更新を実施しまし
た。

昭和53年の開館以来使用している建築物や設備が老朽化しています。

1 2工事進捗率（％） - 100 100 改修等実施件数（件） -

7,400

主な活動指標 R4実績 R5実績 R6目標(予定) 主な成果指標 R4実績 R5実績 R6目標

図書館 703 912 14,104 7,400 0

中央図書館改修事業

利用者に安心・安全で快適な施設環境を提供するために、中央図書館の修繕・改修を行います。

担当課 R5当初予算 R5決算見込 R5職員給与費(目安) R6当初予算 R6特定財源 R6一般財源

・課題に対する改善点 ・取組

ホール天井の脱落防止措置をとり、利用者の安全な環境整備を図ることができました。また、
舞台床の張替、市民会館等外壁改修工事を実施し、施設環境の維持向上を図ることができまし
た。施設の長寿命化のため、安全に配慮し計画的に改修工事を進めて行く必要があります。

施設利用者の利便性向上のため、1階バリアフリートイレを改修します。

生涯学習の環境整備

施設の安全かつ適正な維持管理を図るため、ホールの特定天井改修工事、舞台床張替工事、排
水設備改修工事及び市民会館棟外壁改修工事を実施し、施設環境の整備に取り組みました。

経年劣化による破損や老朽化が見られます。

・評価 ・課題

全ての工事において遅滞なく実施し、安全に配慮しながら工事を完了しました。 施設の安全に配慮し、長寿命化のためにも計画的な改修や修繕が必要です。

令和5年度の取組みと評価・改善点 令和6年度の現状・課題・取組み
・取組 ・現状

R5実績 R6目標

工事進捗率（％） 100 100 100 利用者アンケート調査「総合評価」で、「満
足」と回答された方の割合（％）

47 46 50

主な活動指標 R4実績 R5実績 R6目標(予定) 主な成果指標 R4実績

生涯学習の環境整備

文化会館施設整備事業

利用者に安心・安全で快適な施設環境を提供するため、文化会館の修繕・改修を行います。

R6一般財源

公民館 128,992 105,440 7,533 1,349 1,200 149

担当課 R5当初予算 R5決算見込 R5職員給与費(目安) R6当初予算 R6特定財源



床の修繕工事により、体育館及び演習室の施設環境の向上を図ることができました。 エレベーターの更新工事及び体育館のエアコン設置工事を実施します。また、令和7年度の受
変電設備更新工事に向け、設計業務委託を行います。

・評価 ・課題

利用者の安全に配慮しながら、遅滞なく修繕工事を実施できました。 安心・安全で快適な施設環境の維持向上を図るため、計画的に修繕等を行う必要があります。

・課題に対する改善点 ・取組

令和5年度の取組みと評価・改善点 令和6年度の現状・課題・取組み
・取組 ・現状

体育館及びA館1階の演習室の床を一部張替える修繕工事などを行いました。また、令和6年度
のエレベーター更新工事に向け、設計業務委託を行いました。

施設各所に、経年劣化による破損や老朽化が見られます。

57 60工事進捗率（％） 100 100 100 施設利用の満足度調査「総合評価」で、「満
足」と回答された方の割合（％）

60

6,440

主な活動指標 R4実績 R5実績 R6目標(予定) 主な成果指標 R4実績 R5実績 R6目標

文化芸術・生涯学習課 9,150 10,146 4,232 105,540 99,100

生涯学習センター整備充実事業

利用者に安心・安全で快適な施設環境を提供するため、生涯学習センターの修繕・改修を行います。

担当課 R5当初予算 R5決算見込 R5職員給与費(目安) R6当初予算 R6特定財源 R6一般財源

令和5年度は事業の実施がありませんでした。 トイレ改修工事を行います。また、令和7年度に受変電設備設計業務委託、令和8年度に受変電
設備更新工事を予定しています。

生涯学習の環境整備

・評価 ・課題

令和5年度は事業の実施がありませんでした。 施設の安全に配慮し、長寿命化のためにも計画的な改修や修繕が必要です。

・課題に対する改善点 ・取組

令和5年度の取組みと評価・改善点 令和6年度の現状・課題・取組み
・取組 ・現状

令和5年度は事業の実施がありませんでした。 経年劣化による破損や老朽化が見られます。

61 65工事進捗率（％） - - 100 施設利用の満足度調査「総合評価」で、「満
足」と回答された方の割合（％）

64

360

主な活動指標 R4実績 R5実績 R6目標(予定) 主な成果指標 R4実績 R5実績 R6目標

公民館 0 0 0 2,660 2,300

初石公民館施設整備改修事業

利用者に安心・安全で快適な施設環境を提供するため、初石公民館の修繕・改修を行います。

担当課 R5当初予算 R5決算見込 R5職員給与費(目安) R6当初予算 R6特定財源 R6一般財源

・課題に対する改善点 ・取組

令和5年度は事業の実施がありませんでした。 施設利用者の利便性向上のため、空調機器更新工事を行います。

生涯学習の環境整備

令和5年度は事業の実施がありませんでした。 経年劣化による破損や老朽化が見られます。

・評価 ・課題

令和5年度は事業の実施がありませんでした。 施設の安全に配慮し、長寿命化のためにも計画的な改修や修繕が必要です。

令和5年度の取組みと評価・改善点 令和6年度の現状・課題・取組み
・取組 ・現状

R5実績 R6目標

工事進捗率（％） - - 100 施設利用の満足度調査「総合評価」で、「満
足」と回答された方の割合（％）

67 74 75

主な活動指標 R4実績 R5実績 R6目標(予定) 主な成果指標 R4実績

生涯学習の環境整備

北部公民館施設整備改修事業

利用者に安心・安全で快適な施設環境を提供するため、北部公民館の修繕・改修を行います。

R6一般財源

公民館 0 0 0 15,642 12,700 2,942

担当課 R5当初予算 R5決算見込 R5職員給与費(目安) R6当初予算 R6特定財源



老朽化した建築物や設備の改修を行い、その機能や性能を現在求められている水準まで引き上
げました。

緊急性のあるものを優先し、計画的な修繕及び改修を実施します。博物館の内装等改修工事設
計業務委託を実施します。

・評価 ・課題

不具合のあった非常用照明の更新を行い、非常時の安全性を確保することができました。 老朽化した建築物や設備を竣工時の状態に近づけるだけでなく、その機能や性能を現在求めら
れている水準まで引き上げる必要があります。

・課題に対する改善点 ・取組

令和5年度の取組みと評価・改善点 令和6年度の現状・課題・取組み
・取組 ・現状

緊急性のあるものを優先し、計画的な修繕及び改修を実施し、非常用照明の更新を実施しまし
た。

昭和53年の開館以来使用している建築物や設備が老朽化しています。

1 1工事進捗率（％） - 100 100 改修等実施数（件） -

2,500

主な活動指標 R4実績 R5実績 R6目標(予定) 主な成果指標 R4実績 R5実績 R6目標

博物館 567 828 7,052 2,500 0

博物館改修事業

利用者に安心・安全で快適な施設環境を提供するため、博物館の修繕・改修を行います。

担当課 R5当初予算 R5決算見込 R5職員給与費(目安) R6当初予算 R6特定財源 R6一般財源

令和5年度は事業の実施がありませんでした。 施設利用者の利便性向上のためトイレ改修を行います。また、施設の安全かつ適正な維持管理
を図るため、受変電設備設計業務委託を行います。

生涯学習の環境整備

・評価 ・課題

令和5年度は事業の実施がありませんでした。 施設の安全に配慮し、長寿命化のためにも計画的な改修や修繕が必要です。

・課題に対する改善点 ・取組

令和5年度の取組みと評価・改善点 令和6年度の現状・課題・取組み
・取組 ・現状

令和5年度は事業の実施がありませんでした。 経年劣化による破損や老朽化が見られます。

65 65工事進捗率（％） - - 100 施設利用の満足度調査「総合評価」で、「満
足」と回答された方の割合（％）

58

1,567

主な活動指標 R4実績 R5実績 R6目標(予定) 主な成果指標 R4実績 R5実績 R6目標

公民館 0 0 0 3,867 2,300

東部公民館施設整備改修事業

利用者に安心・安全で快適な施設環境を提供するため、東部公民館の修繕・改修を行います。

担当課 R5当初予算 R5決算見込 R5職員給与費(目安) R6当初予算 R6特定財源 R6一般財源

・課題に対する改善点 ・取組

森の図書館の老朽化した地下雨水貯留槽の修繕を実施したことにより、防水効果の向上、漏水
等及び雨水を中水としてトイレ用水に利用する機能を改善することができました。

森の図書館の東棟勾配屋根の修繕を実施します。

生涯学習の環境整備

森の図書館の地下雨水貯留槽の修繕を実施しました。 地域図書館において、経年劣化による破損や老朽化が見られます。

・評価 ・課題

森の図書館の地下雨水貯留槽の修繕を実施し、設備の機能を維持することができました。 老朽化した建築物や設備を竣工時の状態に近づけるだけでなく、その機能や性能を現在求めら
れている水準まで引き上げる必要があります。

令和5年度の取組みと評価・改善点 令和6年度の現状・課題・取組み
・取組 ・現状

R5実績 R6目標

工事進捗率（％） - 100 100 施設利用の満足度調査「総合評価」で、「満
足」と回答された方の割合（％）

69 69 70

主な活動指標 R4実績 R5実績 R6目標(予定) 主な成果指標 R4実績

生涯学習の環境整備

地域図書館改修事業

利用者に安心・安全で快適な施設環境を提供するため、地域図書館の修繕・改修を行います。

R6一般財源

図書館 990 990 14,104 13,035 11,700 1,335

担当課 R5当初予算 R5決算見込 R5職員給与費(目安) R6当初予算 R6特定財源



・課題に対する改善点 ・取組

インターネット環境を整備し、利用者の利便性向上を図るため貸出用Wi-Fi機器を配置しまし
た。ニーズを調査し把握した上で、今後の使用について検証が必要になります。

令和5年度で事業は終了しました。

施設利用者の利便性向上を図るため､各公民館、南流山センター、おおたかの森センターに貸
出用Wi-Fi機器を整備しました。

令和5年度で事業は終了しました。

・評価 ・課題

遅滞なく実施しました。 令和5年度で事業は終了しました。

令和5年度の取組みと評価・改善点 令和6年度の現状・課題・取組み
・取組 ・現状

R5実績 R6目標

ホール会議室への設置率（％） - 100 - 延べ貸出回数（回） - 411 -

主な活動指標 R4実績 R5実績 R6目標(予定) 主な成果指標 R4実績

生涯学習の環境整備

公民館等Ｗｉ－Ｆｉ整備事業

各公民館、南流山センター、おおたかの森センターにWi-Fi機器を整備します。

R6一般財源

公民館 1,757 1,757 1,411 0 0 0

担当課 R5当初予算 R5決算見込 R5職員給与費(目安) R6当初予算 R6特定財源



文化会館の改修工事により、例年とは異なる会場での開催となった団体もありましたが、問題
なく、順調に実施できました。

オープニングセレモニー・イベントをはじめ、各団体による展示や発表を実施します。また、
広報ながれやま、市ホームページ等による新規参加団体の募集に努めます。

・評価 ・課題

オープニングセレモニー・イベントでは、参加型ワークショップや展示・発表に、前年度を上
回る多くの方に来場いただきました。また、各団体による展示や発表についても、多くの来場
者で賑わいました。

年々、来場者数は増加していますが、参加団体（実行委員会）の高齢化が進んでいます。

・課題に対する改善点 ・取組

令和5年度の取組みと評価・改善点 令和6年度の現状・課題・取組み
・取組 ・現状

スターツおおたかの森ホールで開催したオープニングセレモニー・イベントをはじめ、公民館
や生涯学習センターを会場に、10月21日から11月19日まで各団体による展示や発表を実施しま
した。

毎年、文化祭実行委員会の企画・運営による「流山市文化祭」を開催しています。

6,144 6,200イベント実施数（回） 23 24 24 延べ観覧者数（人） 5,665

1,300

主な活動指標 R4実績 R5実績 R6目標(予定) 主な成果指標 R4実績 R5実績 R6目標

文化芸術・生涯学習課 1,300 1,300 2,116 1,300 0

文化祭開催事業

市内の文化芸術団体の発表の場であり、市内の代表的な文化の祭典として、流山市文化祭実行委員会が開催する文化祭の事業
費の一部を補助します。

担当課 R5当初予算 R5決算見込 R5職員給与費(目安) R6当初予算 R6特定財源 R6一般財源

博物館では、国登録有形文化財「秋元家住宅土蔵」の保存修復工事の方針が決定し、建物内部
の設計変更を実施しました。

文化祭については、新規参加団体の募集に努めます。スターツおおたかの森ホールでは、各種
設備のバッテリー交換修繕等を行います。博物館では、国登録有形文化財「秋元家住宅土蔵」
の保存修復工事を進めるとともに見学会を実施します。また、市内に分散する埋蔵文化財整理
室・収蔵庫の鰭ケ崎埋蔵文化財整理室への集約化を進めます。

市民主体の文化芸術活動の促進

・評価 ・課題
文化祭については、文化会館の改修工事により、例年とは異なる会場での開催となった団体も
ありましたが、参加型ワークショップ等に前年度を上回る多くの方に来場いただきました。博
物館では、国登録有形文化財「秋元家住宅土蔵」の保存修復工事の見学会を4回実施し、延べ
144名の参加があり、文化財修復への理解と関心を高めることができました。

文化祭については、参加団体（実行委員会）の高齢化が進んでいます。スターツおおたかの森
ホールの修繕に当たっては、利用者への影響を最小限に抑えて実施する必要があります。博物
館では、国登録有形文化財「秋元家住宅土蔵」の内部修復、活用方法を検討して行く必要があ
ります。

・改善点 ・取組内容

令和5年度の取組みと評価・改善点 令和6年度の現状・課題・取組み

・取組内容 ・現状
文化祭については、スターツおおたかの森ホールで開催したオープニングセレモニー・イベン
トをはじめ、各団体による展示や発表を実施しました。博物館では、国登録有形文化財「秋元
家住宅土蔵」の保存修復工事の見学会を実施しました。また、市内に分散する埋蔵文化財整理
室・収蔵庫のうち八木南小学校内整理室を鰭ケ崎埋蔵文化財整理室に移転しました。

毎年、文化祭実行委員会の企画・運営による「流山市文化祭」を開催しています。開館から5
年経過したスターツおおたかの森ホールは、修繕や更新が必要な設備等があります。博物館で
は、国登録有形文化財「秋元家住宅土蔵」の保存修復工事及び埋蔵文化財整理室・収蔵庫の鰭
ケ崎埋蔵文化財整理室への集約化を進めています。

↑市内の指定文化財等の数 国登録、県・市指定文化財の数 （博物館） 52 52 52 件

目指す
方向

過去１年間に文化芸術活動を行ったことがある市民の割合 「日ごろから学習活動を行っている市民の対象分野」における
「教養（語学・歴史・文学等）」「文化芸術（音楽・絵画
等）」の割合 （まちづくり達成度アンケート）

31.1 44.4 42.9 ％ ↑

まちの状態指標 指標の説明または出典元 R3実績 R4実績 R5実績 単位

施策 文化芸術・歴史 基本政策 生きがいをもって健康・長寿に暮らせるまち Ⅳ　施策分野別評価表

主管部局 生涯学習部 施策の目的 文化芸術や歴史に親しむ機会を創出するとともに、歴史的文化的遺産を次世代へ伝える

優れた文化芸術に親しめる機会の充実

おおたかの森ホール整備充実事業

利用者に安心・安全で快適な施設環境を提供するため、おおたかの森ホールの修繕・改修を行います。

担当課 R5当初予算 R5決算見込 R5職員給与費(目安) R6当初予算 R6特定財源 R6一般財源

文化芸術・生涯学習課 0 0 0 3,600 0 3,600

主な活動指標 R4実績 R5実績 R6目標(予定) 主な成果指標 R4実績 R5実績 R6目標

工事進捗率（％） - - 100 施設利用の満足度調査「総合評価」で、「満
足」と回答された方の割合（％）

76 84 85

令和5年度の取組みと評価・改善点 令和6年度の現状・課題・取組み

令和5年度は事業の実施がありませんでした。 ホール客席誘導灯、防火シャッター無停電装置ほか各種設備のバッテリー交換修繕を行いま
す。また、ホール正面前の「創造の森」については、植栽の芝の張替え等の修復工事を実施し
ます。

・取組 ・現状

令和5年度は事業の実施がありませんでした。 開館から5年経過し、修繕や更新が必要な設備等があります。

・評価 ・課題

令和5年度は事業の実施がありませんでした。 修繕や工事については、利用者への影響に配慮して実施する必要があります。

・課題に対する改善点 ・取組



保存修復工事の方針が決定し、建物内部の設計変更を実施しました。 保存修復工事を進めながら、見学会を開催し、文化財の保存や修復についての周知を図りま
す。

・評価 ・課題

国登録有形文化財「秋元家住宅土蔵」の保存修復工事の見学会を4回実施し、延べ144名の参加
があり、文化財修復への理解と関心を高めることができました。

令和7年度の公開に向けた内部の修理及び公開施設の整備を進めていく必要があります。

・課題に対する改善点 ・取組

令和5年度の取組みと評価・改善点 令和6年度の現状・課題・取組み
・取組 ・現状

保存修復工事内容を周知するための見学会を行いました。 国登録有形文化財「秋元家住宅土蔵」の外観部の保存修復工事を進めています。

144 180工事の進捗率（％） - 20 70 現地見学会の参加人数(人) 42

1,055

主な活動指標 R4実績 R5実績 R6目標(予定) 主な成果指標 R4実績 R5実績 R6目標

博物館 47,542 19,195 4,937 65,255 64,200

歴史的文化的遺産の保存・活用

指定等文化財保存活用整備事業

市内に残る文化財の保存・整備を行い、活用を図ります。

担当課 R5当初予算 R5決算見込 R5職員給与費(目安) R6当初予算 R6特定財源 R6一般財源

歴史的文化的遺産の保存・活用

埋蔵文化財整理室及び収蔵庫整備事業

市内各所にある埋蔵文化財関連施設を鰭ケ崎整理室（東洋学園大学旧校舎学生会館）へ集約し、一元的な管理を行います。ま
た、出土遺物・資料の公開を行うため、埋蔵文化財・収蔵・展示施設を開設します。

担当課 R5当初予算 R5決算見込 R5職員給与費(目安) R6当初予算 R6特定財源 R6一般財源

博物館 30,147 30,625 7,052 25,000 0 25,000

主な活動指標 R4実績 R5実績 R6目標(予定) 主な成果指標 R4実績 R5実績 R6目標

鰭ケ崎整理室への整理室・収蔵庫移転・集約
件数（件）

10 20 70 鰭ケ崎整理室の稼働率（％） 10 20 70

鰭ケ崎整理室の修繕・工事進捗率（％） - 35 80

・課題に対する改善点 ・取組

埋蔵文化財整理室・収蔵庫移転及び鰭ケ崎整理室の施設修繕・工事を計画的に進めることがで
きました。

鰭ケ崎整理室に整理室・収蔵庫を移転・集約し、同施設の修繕・工事、残置物撤去を行いま
す。

令和5年度の取組みと評価・改善点 令和6年度の現状・課題・取組み
・取組 ・現状

八木南小学校内整理室2室分の移転及び鰭ケ崎整理室3階のパーテーション撤去・電源移設工
事、残置物撤去作業などを実施しました。

流山北小学校内整理室や市内各所に分散する収蔵庫の移転・集約及び鰭ケ崎整理室1・2階の修
繕・工事と残置物撤去作業を進めます。

・評価 ・課題

通常業務に影響を及ぼすことなく、実施できました。 流山北小学校内整理室及び市内各所に分散する収蔵庫の移転と並行して、鰭ケ崎整理室の施設
修繕・工事が必要となります。



屋外にあるテニスコートには雨除けとしての設備がなく、突発的な降雨に対応できなかったこ
とから、利便性向上のため屋根等の設備を設置しました。

コミュニティプラザ体育室エアコン設置工事を実施します。

・評価 ・課題

総合運動公園庭球場5-12面拡張整備工事を実施し、より多くの市民が庭球場を利用できる環境
を整備しました。

コミュニティプラザ体育室は、年間通して多くの市民が利用しており、夏季期間における熱中
症対策として、空調設備の設置が求められています。

・課題に対する改善点 ・取組

令和5年度の取組みと評価・改善点 令和6年度の現状・課題・取組み
・取組 ・現状

市民サービス向上に努めるとともに、施設の改修・整備を計画的に進め、安全・安心なスポー
ツ環境を利用者に提供しました。

近年、熱中症の危険性が懸念されている中、市民が安心してスポーツ活動を行える環境を整備
する必要があります。

813,525 888,000屋内外体育施設利用者実数（人） 748,628

12,388

主な活動指標 R4実績 R5実績 R6目標(予定) 主な成果指標 R4実績 R5実績 R6目標

スポーツ振興課 224,308 282,656 10,578 118,200 105,812

体育施設改修・整備事業

総合運動公園庭球場(1～4面)人工芝全面張替え工事、コミュニティプラザ体育室エアコン設置工事を実施し、スポーツ施設の
利用者の安全性・快適性・利便性の確保を図ります。

担当課 R5当初予算 R5決算見込 R5職員給与費(目安) R6当初予算 R6特定財源 R6一般財源

新型コロナウイルス感染症による参加者の落ち込みを回復させるため、コロナ対策の解除や近
隣都県の実業団や大学へのDMやSNSによる発信、ケーブルテレビへの出演等周知活動を行った
ほか、ファンランや表彰式を再開しました。

今年度は、協賛企業ののぼり旗作成、団体・ペア申し込みでの割引や参加者に抽選で景品を用
意するなど、魅力ある大会を目指し参加者増加を図ります。

スポーツ環境の整備

・評価 ・課題

4年ぶりにお子さんも気軽に参加できるファンランを実施し、昨年度より参加者数が679名増加
しました。また、う回路員のボランティアを廃止することでトラブルを防止しました。

新型コロナウイルス感染症により離れてしまったランナーを呼び戻し、より多くの参加者を募
ることが必要です。

・課題に対する改善点 ・取組

令和5年度の取組みと評価・改善点 令和6年度の現状・課題・取組み
・取組 ・現状

気軽に参加できるファンランを導入し、参加費用についても見直しを図りました。また、う回
路員については、ボランティアを廃止して業務委託とし、トラブルの防止を図りました。

流山ロードレース大会を昨年度と同じコースで実施します。魅力ある大会を目指し、市内にお
けるスポーツ機運の向上に努めていきます。

2,663 3,000流山ロードレース大会実行委員会開催回数
（回）

6 6 6 流山ロードレース大会参加者数（人） 1,658

25,649

主な活動指標 R4実績 R5実績 R6目標(予定) 主な成果指標 R4実績 R5実績 R6目標

スポーツ振興課 24,758 22,989 14,104 25,649 0

スポーツ講習会・大会開催事業

スポーツ講習会や大会を通じてスポーツ活動の機会を拡充します。

担当課 R5当初予算 R5決算見込 R5職員給与費(目安) R6当初予算 R6特定財源 R6一般財源

流山ロードレース大会については、3大会ぶりにファンランを開催するに当たり、コース設計
などの運営方法の見直しを図りました。また、多くの参加者を集めるための周知方法等を検討
し、広報紙やDMなどの紙媒体のほか、ホームページやSNS、ケーブルテレビへの出演で発信し
ました。市内スポーツ事業については、より多くの方に参加してもらうため、スポーツ推進委
員やコミュニティスポーツリーダーとの連携を密に取り、企画作成に注力しました。

スポーツ施設の維持管理については、利用する市民の声を聞きながら現地の巡回や点検作業を
事業者とともに行うことで、維持管理を強化していきます。流山ロードレース大会についても
実行委員会や委託事業者と意見を交わしながら、より魅力ある大会にしていきます。

スポーツ活動の促進

・評価 ・課題
流山ロードレース大会については、参加者を集めるためファンランを再開し、様々な周知方法
を図ったことや新型コロナウイルス感染症の5類移行も相まって、前回よりも多くの参加者を
集めることができました。また、市内スポーツ事業についても天候に恵まれ、スポーツ団体と
連携し実施することができました。

多くのスポーツ施設を抱え、常に適切な維持管理を行うことが課題となるため、指定管理者や
委託事業者と連携を密にし、市民が快適に利用できるように管理する必要があります。また、
流山ロードレース大会については、コース設計や運営方法の見直しをする必要があります。

・改善点 ・取組内容

令和5年度の取組みと評価・改善点 令和6年度の現状・課題・取組み

・取組内容 ・現状
令和5年度は、市内のテニス人口増加に伴い、総合運動公園庭球場の増設工事を行いました。
スポーツ施設の運営については、新型コロナウイルス感染症の5類移行などの社会活動の再開
に対応できるよう、指定管理者と連携を取りながら運営しました。また、市内スポーツイベン
トについても、市民のスポーツ実施率やスポーツ交流人口の向上につながるよう努めました。

令和5年度末に総合運動公園庭球場の増設工事が終了し、テニス人口の増加が見込まれます。
流山スポーツフィールドのA面を主にサッカー場として快適に利用できるよう人工芝化を計画
的に行います。令和6年度は設計を行い、令和8年度から供用開始できる予定です。

↑スポーツ施設の利用者数 利用者数（スポーツ振興課） 1,397,357 1,388,783 1,415,897 人

目指す
方向

スポーツで健康体力の維持・増進を行っている市民の割合 「健康維持のために日ごろから行っていること」における「汗
をかく程度の運動を週1、2回程度習慣的に行っている」の割合
（まちづくり達成度アンケート）

32.3 32.0 32.9 ％ ↑

まちの状態指標 指標の説明または出典元 R3実績 R4実績 R5実績 単位

施策 スポーツ 基本政策 生きがいをもって健康・長寿に暮らせるまち Ⅳ　施策分野別評価表

主管部局 生涯学習部 施策の目的 スポーツを通じた市民の健康と体力の維持・増進を図る



・課題に対する改善点 ・取組

室内に設置していた小中学校のAEDを全て屋外に配置し、校舎のガラスを割ることなく利用す
ることが可能となりました。また、学校開放による施設利用団体へは、各学校で行われる施設
利用説明会の中で屋外のAEDの場所を必ず確認するよう指示しました。

令和6年6月末までに備品購入を図り、利用者の利便性向上を図ります。

学校開放による施設利用に対応するため、屋外型AED収納ボックスを設置しました。 コミュニティプラザの老朽化したバレーボール支柱の更新及びグラウンド整備用の器具の購入
を行います。

・評価 ・課題

年度内に屋外型AED収納ボックス29台の設置を全て完了することができました。 バレーボール支柱は設置から34年が経過しており、速やかに更新する必要があります。また、
グラウンド整備用の器具がないことにより、グラウンド整備の改善が図れないことから速やか
に購入する必要があります。

令和5年度の取組みと評価・改善点 令和6年度の現状・課題・取組み
・取組 ・現状

R5実績 R6目標

屋外型AED収納ボックス設置率（％） - 100 -

主な活動指標 R4実績 R5実績 R6目標(予定) 主な成果指標 R4実績

スポーツ環境の整備

体育施設備品等整備事業

施設備品の適正な維持管理をするとともに、体育施設利用者のスポーツに対する熱意の向上と安全性の確保を図るため、必要
な備品等を整備するものです。

R6一般財源

スポーツ振興課 4,419 5,112 3,526 984 0 984

担当課 R5当初予算 R5決算見込 R5職員給与費(目安) R6当初予算 R6特定財源


